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境 High-performance Embedded Workshop(以下
HEW)を使用した．開発にはまず，PC上にイン





(USB-TTL 変換)，専用の 4PIN ケーブル等を通
して USB 接続し，フリーウェアの R8C Writer








内部 RAM 10KB 
使用可能入出力装置 
ディジタル入力，ディジタル出力 
アナログ入力(最大 20)，PWM出力 等 
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図 2.3 Arduino Uno 
R3 
たプログラム開発と R8C Writer の起動画面で，





















































































 研修における Arduino の学習であるが，結果
的には時間の関係で，入出力回路の全ての部品
図 2.1  プログラム開発と R8C Writer起動画面 
RY-WRITER基板 
RY_R8C38本体 
図 2.2 書き込み時の配線 
マイコンチップ：ATmega328P 
動作電圧：5V 
















本装置はディジタル入力用にトグル SW など 3
種のスイッチを，アナログ入力用に温度センサ
など 2種類の入力素子を備える．また，出力に






































































用している．回路基板は 95 x 72 mmの片面であ
図 2.6 入出力回路と制御装置への接続 
図 2.7 出力回路 



























































































表 3.1 各動作状態における基準温度と時間 











図 3.1 オーブン・トースタ改造 





















た OP アンプは SOP8 パッケージで，ピンピッ













(Analog to Digital Converter)回路基板の SMD実
装を本装置で行った．この回路の中で最も重要
な ADC ICは 10 x 10 mmの LFCSP72 (72-Lead 
Frame Chip Scale Package)でピンピッチは 0.5 







































図 3.5 Silhouette Studio設定画面 
































コンテスト電子回路組立部門 第 14 回 北
信越大会 入力回路①設計・製作課題（2014） 
[3] 福井大学工学部技術部：高校生ものづくり
















 日付 時間 研修内容 
1 7/25（金） 14:30-15:00 研修内容打ち合わせ 
2 8/11（月） 10:00-11:30 R8Cボードの配布ならびに開発環境の確認 
3 9/5（金） 14:30-15:30 R8Cボード用 XHコネクタの圧着等 
4 9/25（木） 09:30-10:30 入出力回路の部品仕分け 
5 9/30（火） 13:00-16:30 入出力回路のはんだ付け 
6 10/6（月） 13:30-16:30 入力回路のはんだ付け 
7 10/27（月） 10:00-12:00 入出力回路基板の部品配布等 
8 10/31（金） 09:00-11:30 入出力回路中継基板の動作確認 
9 11/27（木） 09:00-12:00 オーブン改造（リフロー装置用ハードウェア作製） 
10 12/5（金） 09:00-12:00 オーブン改造リフロー装置の動作確認 
11 12/5（金） 14:00-15:30 オーブン改造リフロー装置の動作確認 




図 3.6 リフローはんだ付けの手順 
表 4.1 研修日程 
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